
こころの診療科 宮崎 仁

麻酔科 賀来 真里子

ADHD（注意欠如・多動症）

麻酔科における術前評価は、病歴・診察・検査所見・手術の内容などから麻酔のリスクを
想定し、最適な麻酔計画を立てるものです。健康な小児であっても、問診や診察所見に
おいて一見問題と思われないことが重大な偶発症を招くことがあります。また、小児は成人
とは異なる基礎疾患を有すること、年齢に応じて形態や発達段階が幅広いことなど、
特別な注意が必要となる場合があります。本カンファランスでは、小児における術前評価
のポイントをお話しさせていただきます。

術前評価

ADHDは落ち着きがない、待てない、忘れっぽいなどが特徴の、発達障害の一つです。
多動衝動性は幼児期から見られ、就学後に顕在化します。その一方で不注意症状は
思春期以降に問題となることもあります。現在では治療薬も4種類に増え、成人の精神科
でも処方が増えています。当日はADHDの認知機能や対応についてお話しする予定です。

※注 「日本医師会生涯教育制度の単位」が必要な先生は
9月20日もしくは21日の視聴が必須です。

【テーマ】リフレッシュコース

★こちらから動画をご覧いただけます。
視聴後は出席登録をお願いします。

https://childhp.fcho.jp/formedicalperson/conference/lastconference
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